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研究成果の概要 

本研究では，高安定プラスチックのケミカルリサイクルの突破口を切り開いてサステイナブル材

料として実用するという視点のもと，スーパーエンジニアリングプラスチック（以下，スーパーエンプ

ラ）の主鎖内のモノマーユニットを活性化して分解性を発現，特定の主鎖結合を精密に分解してモ

ノマーに収率よく分解する，革新的解重合反応の開発に挑戦する． 

これまでに，電子豊富求核剤と塩基，高沸点非プロトン性溶媒を組み合わせた解重合法を見出

し，PEEK の主鎖炭素－酸素結合を選択的に切断することに成功した 1)．この成果をもとに，今年

度は研究計画に従い，PEEKを含むさまざまなスーパーエンプラを分解してモノマー分子を高効率

かつ選択的に得る触媒法の開発に取り組んだ．その結果，スーパーエンプラに対し，解重合剤の

チオールとアミド系極性溶媒とともに，かさ高い有機強塩基として知られるホスファゼン塩基とリン酸

カリウムを組み合わせた触媒を用いることで，主鎖の選択的な切断によるやさしい分解を達成した

2)．本法はアミド系溶媒が重要な役割を担っており，反応を大きく促進していることがわかった．本

触媒法は，PEEKや PESUだけでなく，哺乳瓶の素材として知られるポリフェニルスルホン(PPSU)，

切断されやすいイミド基を有するポリエーテルイミド (PEI)などいろいろなスーパーエンプラに適用

でき，それぞれの樹脂に対応するモノマー型生成物を収率良く得ることができた．単純な樹脂材料

だけでなく，炭素繊維強化 PEEK などのコンポジット樹脂材料から標的のスーパーエンプラの成分

のみを解重合し，対応する分解物を得ることにも成功した． 

本触媒法は樹脂の分解だけでなく，単純な低分子化合物の分解にも適用できることがわかり，

幅広い汎用性を持つことがわかった．樹脂の分解によって得た生成物から，元の樹脂のモノマー

への再生にも成功した． 
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